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■令和 4 年度 学校自己点検・評価について 

 専門学校北海道福祉・保育大学校は、福祉の現場で重視されている「『いたわりの心』『思いやりの

心』の育成」と専門的な知識・技能の習得を目指した、福祉のスペシャリストを養成する学校として平

成 7 年度に開校しました。また、平成 14 年度からは保育や福祉に関して身につけた知識・技術をも

とに「子どもの豊かな育ち」と「地域の子育て」を支えるすべての子どもの支えになれる保育者を養成

する学科を加え、福祉の総合学校として運営しています。本校では、自らの教育活動や学校運営に

ついて学校自己点検・評価を実施し情報公開するとともに、学校関係者や企業・団体等の参画を得

て、教育活動の改善・充実を図ることを目指しています。 

  

 

１．対象期間 

   令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日 

 

２．委員会開催 

   第 1 回 令和 5 年 5 月 16 日 

 

３．実施方法 

（１）実施組織：自己点検・評価委員会 

  ○委員長：吉田克彦  専門学校北海道福祉・保育大学校校長 

  ○委 員：杉浦理恵（副校長補佐）、長谷川香（保育未来学科学科長）、 

阿部幸恵（社会福祉学科・介護福祉学科学科長） 

 

（２）評価基準：文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」に準拠しています。 

（３）評価方法：自己点検・評価委員会を開催し、昨年度との変更点の確認を行い、各学科の自己点

検・評価を取りまとめています。 

 

４．評価項目 

（１）教育理念・目標 

（２）学校運営 

（３）教育活動 

（４）学修成果 

（５）学生支援 

（６）教育環境 

（７）学生の受け入れ募集 

（８）財務 

（９）法令等の遵守 

（１０）社会貢献・地域貢献 

（１１）国際交流 

 

５．項目に対する評価 

（１）４段階で評価しました。 

 ４：適切  ３：ほぼ適切  ２：やや不適切  １：不適切 

（２）それぞれの評価項目のうち評価３以下のものについての状況と課題、対策について報告いたし 

ます。 

 

  



１ 学校の教育目標 

 

１）教育理念 

  本校の教育理念は、「専門性と人間性の育成」です。 

  福祉をとりまく社会は大きく変化しています。このような社会に十分に対応できる高度な専門

知識や技術、高い倫理観や思いやりのある幅広い人間性を兼ね備えた専門職の育成に努めま

す。 

 

２）教育目的 

ア 専門職に必要な知識と技術の学びにより、希望する資格の取得を目指します。 

イ 学内の教育と施設実習により、相乗効果を高める指導を行います。 

ウ 就職先企業が求めるニーズを理解し、将来にわたり人間的成長が期待できる人材育成を目

指します。 

 

３）教育方針 

①ディプロマ・ポリシー（卒業認定・称号授与の方針） 
本校では、修業年限以上在籍し、定められた教育課程に従い所定の時数以上の授業科

目を修得するとともに、次の素養を身につけた学生に対して卒業を認定します。 
「豊かな人間力」 

人の尊厳と多様性を認め、自他を大切にするあたたかさを持ち合わせた豊かな人間力

を身につけている。 
「専門知識・技術」 

常に学び続ける意欲を持ち、高い倫理観と専門知識・技術を用いて現場のニーズに対

応できる能力を身につけている。 
「実践力」 

幅広い視野と想像力・洞察力を用いて的確に状況を把握し、援助実践を行うことがで

きる能力を身につけている。 
「コミュニケーション能力」 

状況に応じたコミュニケーション方法を用いて相互理解と信頼関係を構築し、さらに

人々を繋いでいく能力を身につけている。 
「地域・社会への貢献」 

   社会を構成する一員として人々と連携・協働し、地域社会に主体的に貢献する能力を

身につけている。 
 

②カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 
本校では、ディプロマ・ポリシーに基づき、各学科のカリキュラム・ポリシーを次の

通り定めています。単位認定においては各学科のシラバスに明記された評価基準に基づ

き、学修成果の評価を行います。 
＜社会福祉学科＞ 
本学科では、3 つの福祉士（介護福祉士・社会福祉士・精神保健福祉士）養成課程の学

修内容を統合した福祉人材の育成をめざして、教育課程を編成・実施する。 
１. 1 年次では、「人」と「生活」の具体的理解を目的として、地域に暮らす人々との交流

を通して生活の実際を知り、福祉専門職の土台となる幅広い視野と柔軟な思考、多様

性を認める姿勢を養う。そのため、介護の知識・技術、ソーシャルワークの基礎に関

する科目を配置する。 
２. 2 年次では、個別の状況をとらえるケアの視点から、人や生活を他者や社会との関係

からとらえるソーシャルワークの視点へと視野を拡大する。そのため、現代の福祉問



題を理解し、社会福祉の価値・理念に基づいて人権や尊厳を重視した支援を習得する

専門知識・技術に関する科目を配置する。 
３. 3 年次では、2 年次までの学修をもとにソーシャルワーク実践や多職種・地域との連

携を体験的に学び、それらを評価・検討する過程を通して実践力を醸成する。そのた

め、当事者の意思を尊重し共生をめざす具体的手法や研究的方法を学ぶためのソーシ

ャルワークの専門科目を配置する。 
４. 4 年次では、これまでの学修や自己の省察を踏まえてソーシャルワークを体得し、福

祉専門職のアイデンティティの土台を形成する。そのため、実践や今日の福祉課題を

研究的に考察するための科目、および、国家資格取得と自己の能力を発揮できる就職

を実現するキャリア形成のための科目を配置する。 
５. 社会福祉学科では、本校の教育理念「専門性と人間性の育成」を実現するため、上記

の方針に基づき、学生の学修を丁寧に支え、特に各年次における実習科目の履修を通

して、学生の福祉専門職としての自覚と福祉実践の意義に対する信用を醸成すること

をめざす。 
＜介護福祉学科＞ 
本学科では、高い倫理観と豊かな人間性を保持し、複雑多様化した介護ニーズに対応

できる高度な知識・技術を兼ね備えた介護福祉士の育成をめざして、教育課程を編成・

実施する。 
１. 1 年次では、地域における人々の暮らしを知ることを通して、多様性を学び、生活を

支える介護実践の魅力を実感することをめざす。また、専門性に基づく実践のための

介護の技術・知識、福祉の基礎に関する講義及び実習科目を配置する。 
２. 2 年次では、1 年次の学修をふまえて介護福祉の本質と目的を深く理解し、多職種連

携や社会資源を活用して状況に応じた介護実践を行うことをめざす。さらに、自らの

実践を評価・研究することで実践力・専門性を養うための専門科目を配置する。 
３. 介護福祉学科では、人とのかかわりを大切にし、豊かな人間性やグローバルな感性を

養うことを目的とした、実践型授業や姉妹校との連携授業を設定する。また、国家資

格取得に向けた取り組みを行い、自信をもって社会で活躍できるように丁寧な教育を

行う。 
＜保育未来学科＞ 

   本学科では、「すべての子どもの支えになれる保育者」の育成をめざして、教育課程を

編成・実施する。 
1. 1 年次では、保育や福祉の本質・目的を知り、子どもの成長・発達また教育について

の全般的基礎知識・技術を学ぶ。そのため、多様な価値観や豊かな感性の醸成、協働

する力を養う体験型授業などの基礎科目を配置する。また、連携授業やボランティア

活動を通し、実践力の土台作りをする。 
２. 2 年次では、1 年次に経験した感動体験を土台とし、主体性を発揮して課題発見した

ことを解決する力や状況把握や発信する力、また応用力・実践力を養い、多様な人々

を対象とした援助方法を習得できるよう、専門科目を配置する。 
３. 保育未来学科では、教育理念を展開すべく、領域「本質」「対象」「内容」「方法」の

他、「本校特別科目」としてタッチレッスンや選択科目を設定する。すべての領域にお

いて体験することを重視し、各領域における授業科目間連携を保ち、段階的な実践力

を養うことをめざす。 
 

③アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 
本校では、教育理念に基づき、学校としてのアドミッション・ポリシーを次の通り定

めています。 
１. 福祉・保育の分野に興味・関心を持っている人 



２. 夢の実現に向け、向上心をもって進もうとしている人 
３. 他者の心を理解しようと努めている人 
４. コミュニケーションの大切さを理解している人 
５. 挨拶や接遇を大切にしようと努めている人 

 

２ 本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

 ・当校の教育方針に則って保育未来学科の特色を整理し、教員間の共通認識をはかり、パンフレ

ットに反映する。 

 ・新たな社会福祉士養成カリキュラムに基づくソーシャルワーク実習の目的を理解し、次年度実施

に向けて円滑な準備を行う。 

 ・国家試験合格に向けて教員一丸となって取り組み、一人でも多くの合格者を輩出する。 

 ・教育の質の向上を図るため、吉田学園教育基軸を活用し、教員間で学び合う文化を醸成する。 

 

 

３ 評価項目の達成及び取組状況 

 

（１）教育理念・目標 

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(1)-1 
学校の理念・目的・育成する人材像は定められているか 

  （専門分野の特性が明確になっているか） 
４ 

(1)-2 学校における職業教育の特色は何か ４ 

(1)-3 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

(1)-4 
学校の理念・目的・育成する人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に

周知されているか 
４ 

(1)-5 
学校の教育目標、育成する人材像は、学校に対応する業界のニーズに向け

て方向づけられているか 
４ 

 

① 課題 

 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 

 



（２）学校運営 

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(2)-1 目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

(2)-2 運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４ 

(2)-3 
運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機

能しているか 
４ 

(2)-4 人事、給与に関する規程等は整備されているか ４ 

(2)-5 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

(2)-6 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

(2)-7 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４ 

(2)-8 情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ 

 

① 課題 

 

 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）教育活動  

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(3)-1 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

(3)-2 
教育理念、育成する人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応

した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

(3)-3 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

(3)-4 
キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工

夫・開発などが実施されているか 
４ 

(3)-5 
関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの作

成・見直し等が行われているか 
４ 

(3)-6 
関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・

実習等）が体系的に位置づけられているか 
４ 

(3)-7 授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

(3)-8 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

(3)-9 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ４ 

(3)-10 
資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはある

か 
４ 

(3)-11 
人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し

ているか 
４ 

(3)-12 
関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確

保するなどマネジメントが行われているか 
４ 

(3)-13 
関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導

力育成など資質向上のための取組が行われているか 
４ 

(3)-14 職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 

 

①  課題 

 

 

 

② 今後の改善方策 

  

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 



（４）学修成果 

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(4)-1 就職率の向上が図られているか ４ 

(4)-2 資格取得率の向上が図られているか ３ 

(4)-3 退学率の低減が図られているか ３ 

(4)-4 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４ 

(4)-5 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されて

いるか 
４ 

 

①  課題 

（４）－２ 国家資格取得率について、介護福祉学科では介護福祉士国家試験合格率 100％の目

標達成に至らなかったが、留学生は全員合格した。また、既卒生対応も行い、就職先の協力

もあって、留学生 1 名が合格した。 

また、社会福祉学科においては、介護福祉士国家試験合格率は国家試験受験となってから

6 年連続 100％を達成している。残念ながら社会福祉士及び精神保健福祉士国家試験は 1

名が合格に至らなかったが、社会福祉士合格率は過去最高の合格率となり、道内 1 位の実

績となった。精神保健福祉士の合格率も過去最高水準で、道内トップクラスの実績となった。

さらに、既卒生対応も行い、2 名が合格した。 

 （４）－３ 退学率について、学校全体で 6.0％となり、昨年よりも増加する結果となった。 

 

 

 

②  今後の改善方策 

（４）－２ 介護福祉学科 1，2 年生及び社会福祉学科 1、2，3 年生を対象に学習支援教材を導入

し、学科教員全員協力のもと、受験学年前からの知識定着を図る。 

（４）－３ 学校全体で一丸となって学生の様子の変化を早期に把握し、学生本人との面談を通し

て丁寧な指導にあたるとともに、保護者と密に連携しながら退学の抑止に努めさらなる改善に

努めていく。 

 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（５）学生支援 

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(5)-1 進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

(5)-2 学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

(5)-3 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ４ 

(5)-4 学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

(5)-5 課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

(5)-6 学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

(5)-7 保護者と適切に連携しているか ４ 

(5)-8 卒業生への支援体制はあるか ３ 

(5)-9 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

(5)-10 
高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行わ

れているか 
４ 

 

①  課題 

（５）－８ 卒業生の国家試験合格率が伸び悩んでいる。 

 

 

 

 

②  今後の改善方策 

 （５）－８ 卒業生を対象とした国家試験対策や全国模擬試験の情報提供など、適時卒業生に情報

を発信し、参加者を募る。 

 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（６）教育環境 

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(6)-1 施設・設備・図書は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

(6)-2 
学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を

整備しているか 
４ 

(6)-3 防災に対する体制は整備されているか ４ 

 

① 課題 

  

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③  特記事項 

  

 

 

 

（７）学生の受入れ募集 

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(7)-1 学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

(7)-2 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

(7)-3 納付金は妥当なものとなっているか ４ 

 

① 課題 

 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 

 



（８）財務 

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(8)-1 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ２ 

(8)-2 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

(8)-3 財務について会計監査が適正に行われている ４ 

(8)-4 財務情報公開の体制整備はできているか ４ 

 

①  課題 

（８）－１ 入学者の減少が続き、在籍者数減少により安定しているとは言えない。 

 

 

② 今後の改善方策 

（８）－１ 学生受入募集担当者との連携を強化すると同時に退学者抑止に努める。 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

（９）法令等の遵守 

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(9)-1 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

(9)-2 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

(9)-3 自己点検・評価の実施と問題点の改善を行っているか ４ 

(9)-4 自己点検・評価結果を公開しているか ４ 

 

①  課題 

 

 

 

②  今後の改善方策 

  

 

 

③  特記事項 

 

 



（１０）社会貢献・地域貢献 

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(10)-1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

(10)-2 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 

(10)-3 
地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極

的に実施しているか 
４ 

 

① 課題 

 

 

 

② 今後の改善方策 

 

 

 

③ 特記事項 

 
 
 

 

（１１）国際交流 

評 価 項 目 
適  切…4 
ほぼ適切…3 
やや不適切…2 
不 適 切…1 

(11)-1 留学生の受入れについて戦略を持って行っているか ４ 

(11)-2 留学生の受入れ、在籍管理等において適切な手続き等がとられているか ４ 

(11)-3 留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されているか ４ 

(11)-4 学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ４ 

 

① 課題 

  
 
 

② 今後の改善方策 

 

 

③ 特記事項 

 

 

 

 



総 括 

 

 令和 4 年度は、重点的な取組の一つとして掲げた、保育未来学科の特色整理と教員間の共通認

識醸成は、複数回にわたりプロジェクトを実施して協議を行い、パンフレットに反映することができた。

今後は、その内容に基づき、自己分析シートの作成や認定資格証を準備するとともに、さらなる教育

の充実を図るため引き続き学科での協議を進める予定である。 

 また、同じく取組に掲げた、新たな社会福祉士養成カリキュラムに基づくソーシャルワーク実習につ

いては、実習先の組み合わせや確保に苦慮したが、概ね準備を整えることができた。 

さらに、国家試験の合格率については、介護福祉学科の介護福祉士合格率は 100％には至らな

かったものの 90％を確保し、留学生においては全員合格することができた。社会福祉学科の介護福

祉士合格率は、国家試験受験となった初年度から 6 年続けて 100％を誇ることができ、社会福祉士

及び精神保健福祉士の合格率は、ともに 88.9％であった。社会福祉士の合格率としては過去最高

となり、道内 1 位、精神保健福祉士は過去 2 番目に高い合格率となり、道内 2 位の実績であった。 

なお、教育の質の向上のため、職員会議や学科会議を活用し、教員間で ICT を活用した授業内

容を共有したり、吉田学園教育基軸の内容を確認しながら学生指導の振り返りを行うなどの取り組み

を行った。 

 

 就職率については、令和 3 年度よりも改善が図られ、卒業式までに就職希望者の就職率は 100％

となった。しかし、入学者の確保、退学率については、厳しい結果となった。令和 5 年度では、評価

項目に記載した改善方策に鋭意取り組み、改善を図りたい。 

 

 また、令和 5 年度も引き続き教育の質の向上のために教員が研鑽する場を設けるとともに、保育未

来学科及び介護福祉学科にてプロジェクトを立ち上げ、教育環境や教育内容の充実を図って参りた

い。 

 

 

 


